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1． はじめに

平成１６年には土砂災害で多くの命を失った。土砂災害による死傷者をなくすためには、「危険を察知し、逃げ

る」ことが重要となる。あたり前のことですが、これが出来ないので死傷者が絶えないのが現状である。「危険を

察知し、逃げる」ためには、防災学習・避難の判断・防災訓練が必要だと考えられる。

本論文では、次の点について整理する。

a) 土砂災害の専門知識を有する土木コンサルタントとして地域の防災学習にどのように関与していくの

か。

b) 避難の判断の一つとして3時間先の雨量予測を用いる方法を提案し、そのシステム内容と実施例に

ついて説明。

2． 防災学習で必要なこと

土砂災害に関する防災学習で必要なことについて、当社なりの考え方を整理する。

あなたの地域で危険なこと（広範囲の災害）

あなたの家で危険なこと（土砂災害などの局所的なもの）

避難の判断

避難方法

役割分担

このうち、土木コンサルタントとして防災学習に協力できる主な部分は「あなたの家で危険なこと」、「避難の判

断」であると思われる。この2点についてどのように関わっていくべきなのかを考えてみる。

3． 防災学習（あなたの家で危険なこと）

現在、各県にて土砂災害危険箇所として急傾斜地崩壊危険箇所、地すべり危険箇所、土石流危険渓流が設

定されている。危険箇所の中でさらに危険度評価を行い、より危険な箇所から防災学習を進めていく必要があ

る。具体的には次のような手順になると考えられる。

A.危険箇所地域でワークショップ

１地区15軒程度が公民館などに集まる

ワークショップ形式で地図上に危険と思われる場所をプロットし、何が危険かを書き込む

その地図を見ながら、地域住民と土砂災害専門家が現場を見る

情報交換を行いながら、危険な事項をより詳細に確認する

その結果を基に平面図を作成

B.各家への説明（危険現象の発生理由と場所）

具体的な説明を行うことが重要となる。説明イメージを以下に示す。

あなたの家の裏山は豪雨時に斜面崩壊と落石が考えられます。

家の裏に溜まっている小石は過去に斜面から落下してきたものです。

落石

落石は斜面の上方２０ｍのところに６箇所危険なものがあります。

特に３番の落石が危険です。

この石には割れ目があり、１２ｃｍ開いています。

今、割れ目に釘が打ってあるので、３ヶ月に１回釘の間の距離を測って下さい。

もし、その間隔が広がるようであれば、町役場建設課まで連絡してください。

落石は風の強い時に木が風で揺すられて発生することが多いです。

また、豪雨時に斜面が崩れた場合にも発生することがありあます。

地震の時にも発生しやすいです。

斜面

明瞭な亀裂は見られませんが、現在の斜面の表面から１ｍくらいの範囲が豪雨時に崩れる可能性があ

ります。この部分を見てください。割れ目が沢山入っていますね。特にこの割れ目が開いている箇所に

沿って崩れやすいのです。

C.各家への説明（前兆現象）

落石

風が強い時に小石が落ちてきたら危険です。すぐに逃げてください。

斜面

豪雨時に崩れやすくなります。次の場合には避難してください

時間雨量４０ｍｍを越えたとき（防災バケツにて確認）

また、累積雨量２００ｍｍ超えたとき（防災バケツにて確認）



斜面に小石が落ちてきたとき

ここに出ている湧水が濁ったり、止まったりしたとき

4． 防災学習（避難の判断）

避難の判断は、雨量・前兆現象発生時、計測器によるものが考えられる。現地に適した方法で防災学習の中

で検討していく必要がある。通常は雨量で基準を作成するようになると考えられる。雨量データ入手にもいろい

ろな方法がある。

1 ケース.１ 天気予報からの判断

2 ケース.２ 土砂災害警戒リアルタイム雨量（島根県砂防課）

3 ケース.３ バケツセンサーによる判断（各家で簡単にできる方法）

4 ケース.４ 現地雨量計による雨量予測システムによる

避難の判断としては、10分雨量、1時間雨量、累積雨量などに基準値を設けておいて、基準値を超えた（超

えると予想された）場合に避難することとなる。

5． 雨量予測システムについて

対象地域に雨量計を設けて、その雨量計のデータから 3時間先を常に予想するシステムを JWA（日本気象

協会）と協力して開発した。雨量データはパソコンにてリアルタイムで確認でき、3時間先の雨量が基準値を越

えた場合には、自動で関係者へのメール、携帯電話連絡、パトライト点灯などを行うことができる。システムを図

-１に示す。3時間先の雨量予測の様子を図-２に示す。

このシステムは地域防災や、移動中の地すべり地、道路法面などの安全管理に用いることが可能である。

6． 雨量予測システムの実施例

図-３は、民家の裏の斜面が崩壊の恐れがあるため、雨量計と伸縮計をつけている現場の事例である。以下の

ような流れとなっている。

１）地すべりブロックに無線式伸縮計２基を、その近くに雨量計を１基設置した。

２）データを無線にて受信局（要電源）に送信。

３）そのデータを、AUネットで、当社のサーバーに送信。

４）当社から日本気象協会に送り 3時間先雨量予測を行い、その結果を当社に返す。

５）その結果をインターネットで公開。

６）同時に指定した変位・雨量が発生した場合には、関係者の携帯電話に警報。

７）警報を受けた関係者は、事前に決めておいた対応マニュアルに従い対応する。

7． おわりに

雨量予測システムを導入することで、比較的手軽に３時間先の雨量予測が可能となる。交通開放をしなけれ

ばならない道路災害現場、河川閉塞の可能性がある災害現場などでは、「３時間先に300mm/ｈｒの雨量が予

測される場合には、担当が現地確認を行うために現場に行く」などの対応が可能になる。また地域防災におい

ては、家に災害弱者がいる場合に家族の人が３時間の間に家に帰ったり、電話で対応方法を指示したりできる。

このように事前に雨量予測ができると、土砂災害対応が行いやすくなる。今後、このシステムをいろいろな箇

所に応用していきたい。
















